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研究成果の概要（和文）：有明海に生息するアゲマキと，本種の捕食者と考えられるカニやゴカイ類等の消化管
内容物とC, Nおよびアミノ酸（PheとGul）の安定同位体比を測定した結果，(1) アゲマキは泥中の珪藻等を主た
る餌料とするが，泥中に含まれる腐食物もわずかに同化していること，(2)アゲマキは体長2cm以下の稚貝時に，
主にカニ類に捕食されることが示唆された．また，資源量増大を目指し，本種の好適生息環境を把握するため
に，(1)(2)の結果，と有明海の底質，水環境等の空間分布動態を解析した結果，有明海でのアゲマキの好適環境
と考えられる地域（面積）に対し，実際に本種が生息している地域（面積）が著しく小さいことが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Individuals of Sinonovacula constricta (Lamarck, 1818) and of these 
potential predator species (e.g., crab and polychaeta) were captured in Ariake sea, Kyushu, Japan. 
The results of stomach and gut contents (under microscope), and stable isotope (SI) of C, N and 
nitrogen SI of amino acids (Phe and Gul) of these individuals suggested that (1) S. constricta 
mainly preferred the diatom within bottom mud as its diet, but detritus and carrion within mud were 
also assimilated slightly, and (2) juvenile (< 2cm) of S. constricta were ingested by mainly crab 
species. In order to assess suitable habitat for S. constricta in Ariake sea, the results of (1) and
 (2) and physiochemical environments of bottom and its surface water were comprehensively evaluated.
 The results of this spatial elucidate suggested that areas of the actual habitat of S. constricta 
in Ariake sea were quite narrow compared with areas of the potential suitable habitat for this 
species.

研究分野：海洋生態学，個体群生態学，群集生態学

キーワード： アミノ酸安定同位体比　アゲマキ　好適環境　生存戦略　摂餌生態　個体群減耗要因

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
かつて有明海は，「豊穣の海」，「宝の海」
と呼ばれるわが国でも有数の生産力に富む
海だった．とくにアサリ，タイラギ，アゲマ
キガイ（以下，アゲマキと略）など二枚貝の
漁獲量は多く，漁船に積み切れない程の大漁
はこの地域の名物ともいえる風景であった．
ところが 1980 年代後半，突如として原因不
明の二枚貝異常斃死が始まった．この異変は，
「有明海異変」または「有明海レジームシフ
ト」と呼ばれ，それまで日本一を維持し続け
ていた有明海の二枚貝の漁獲量はその後
年々減少した．1990年代後半にはピーク時の
1/10以下を記録．近年では，タイラギやアゲ
マキの漁獲がゼロの年もみられている． 
このような背景により，現在有明海では，
「二枚貝資源回復のための具体的対策」の構
築が急務であり，なおかつ「現状の環境と漁
業の共存」を図りつつ漁業従事者（及び関連
産業従事者）人口を維持することも極めて重
要である．研究対象となる水産重要種の生態
学的現況を調べることと並行して，その資源
増加のための合理的な努力投入技術を開発
することが強く望まれる． 
アゲマキは，有明海異変に際し，最初に顕
著な減少を示した二枚貝である．本種は，メ
ディア等でも「幻の貝」として頻繁に報じら
れ，現在も根強い人気を維持し続けている．
しかしながら，1994年以降，有明海における
アゲマキの漁獲量は統計上ゼロの状態が続
いている．これらのことから，本種の資源回
復は，豊かな有明海復活の狼煙（象徴）とし
て社会的にも重要な意味合いを持つ． 
しかし，この問題に正面から取り組むため
にはまず最初に，アゲマキの基礎生態に関す
る学術知見を徹底的に蓄積する必要がある．
有明海においてアゲマキは，かつて極めて豊
富な資源生物であったがために，「有明海の
どこにでも普通にいる」という認識をもたれ
ており，意外なほどにその基礎生態（食性，
好適ハビタット，捕食圧）を巡る知見が蓄積
されていない．このため，いざ仕切り直して
増養殖を行おうとしても，「どこがアゲマキ
の基本的な生息場なのか？」「何を好んで捕
食しているのか？」「どういった捕食種に注
意を払う必要があるか？」など極めて基礎的
な問題すら解明されていないのが現状であ
る．本研究の実施によりアゲマキの基礎生態
に関する研究知見を整理・充実させることは，
まさに有明海の二枚貝資源復活のための学
術的・水産学的な「反撃の嚆矢（こうし）」
になることが強く期待される． 
 
２．研究の目的 
本研究は，アゲマキを研究対象生物とし，
同種稚貝の実環境中における挙動・基礎生態
を解明することを目的とする．現時点でわず
かに生残する有明海アゲマキ個体群の挙
動・様態に注目するとともに，人工稚貝を活
用した実現場試験を合理的に推進すること

で，その基礎生態（食性，好適ハビタット，
捕食圧）を科学的に解明・整理し，人工稚貝
を用いた母貝場適地選定ならびに合理的な
アゲマキ資源増養殖技術の開発に資する． 
 
３．研究の方法 
目的達成のため，以下の（Ａ）～（Ｄ）を
実施した． 

 
（Ａ）アゲマキの食性解明：現場で採集され
たアゲマキ，および現場で蓄養された人工稚
貝の消化管内容物を評価した．さらに，炭素・ 
窒素安定同位体比（例えば，Kanaya et al. 
2013），およびアミノ酸（Pheと Gul）の安定
同位体比（例えば，Chikaraishi et al. 2009）を
測定し，好適餌料を推定した． 
 
（Ｂ）アゲマキの捕食者の特定と捕食圧の時
空間変異の解明：アゲマキ稚貝と同所的に生
息する生物（カニ類，エイ類，巻貝類，魚類
等）の消化管内容物を評価した．さらに炭素・ 
窒素安定同位体比（例えば，Kanaya et al. 
2013），およびアミノ酸（Pheと Gul）の安定
同位体比（例えば，Chikaraishi et al. 2009）を
測定し，アゲマキ稚貝の捕食者の推定を行っ
た．また，室内水槽で簡易的に飼育を行い，
実際に捕食が行われているかを観察した． 
 
（Ｃ）GIS を用いた有明海の環境動態の把
握：有明海における底質，水環境，餌生物・
捕食者の分布動態のレイアー化：既存のメタ
データを整理することで（例えば，脇田ら 
2014），それらの変化を時空間網羅的に把握
し，（Ｄ）に用いた． 
 
（Ｄ）アゲマキの好適ハビタットの解明：有
明海におけるアゲマキの好適環境を（Ｃ）の
結果の空間統計解析により抽出した．また，
得られた結果から，放流された人工稚貝，お
よび現存している成貝の好適移植場につい
て考察した．  
 
４．研究成果 
実施した（Ａ）～（Ｄ）で得られた成果を，
それぞれ以下に示す． 
 
（Ａ）アゲマキの食性解明：アゲマキの好適
食性解明を行うために，天然と人工種苗のア
ゲマキの消化管内容物の観察とともに，炭
素・ 窒素安定同位体比，およびアミノ酸（Phe
と Gul）の安定同位体比について測定を行い，
得られた結果の差異から，有明海に生息する
アゲマキの好適食性を推定した．天然と人工
種苗のアゲマキの各値の比較の結果，アゲマ
キは生息場である泥中に含まれる珪藻等を
主たる餌料とするが，泥中に含まれる腐食物
もわずかに同化していることが明らかにな
った（図 1）．本結果を元に，好適生息環境
の解明においては，腐食成分を含む泥質を好
適採餌場として解析を行った． 



図 1. アゲマキガイのアミノ酸安定同位
体比の測定結果．黄色の☆がその位置を
示す．図は大河内ら (2012)を一部改変し
て用いた．栄養段階 1-4は順に、一次生産
者（植食者）、一次消費者、二次消費者、お
よび三次消費者をそれぞれ意味する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｂ）アゲマキの捕食者の特定と捕食圧の時
空間変異の解明：アゲマキの捕食者と考えら
れるカニ類，ゴカイ類等の消化管内容物の観
察，および炭素・窒素安定同位体比，アミノ
酸の安定同位体比を測定した．その結果，ア
ゲマキは成貝時に捕食されることはなく，主
に体長 2cm以下の稚貝時に，主にカニ類に捕
食されていた．本結果を元に，好適生息環境
の解明においては，肉食性カニ類の密度を捕
食圧とみなして解析を行った． 
 
（Ｃ）GISを用いた有明海の環境動態の把握，
および（Ｄ）アゲマキの好適ハビタットの解
明：好適生息環境の把握のために，有明海の
底質，水環境，餌料，捕食者の分布動態の既
存データを整理した．その結果，有明海での
アゲマキの好適な環境と考えられる地域（面
積）に対し，実際に生息している地域（面積）
が著しく小さいことが示唆された．また，デ
ータ統合の際に得られた知見を活用して，有
明海のアゲマキガイと同所的に生息する二
枚貝の好適生息環境に関する内容の論文を
公表した．現在，暫定作成したアゲマキのハ
ビタット・マップの精度の再確認にも着手し
ている． 
 
【発展的成果】 
さらに本研究によって，アゲマキは有明海

南部（緑川河口干潟）や八代海北部にもわず
かに生息していることが明らかになった．こ
れらのアゲマキ個体群は我が国固有の天然
個体である可能性がある．そこで現在，新規
に集団遺伝解析を行うことで，より人工種苗
に適したアゲマキ個体を判別する研究にも
着手している． 
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